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令和４年度 第９回政策推進会議報告 

日 時 ８月２３日 ９時３０分～１０時１５分 

場 所 ＷＥＢ会議室 

出席者 １８人 

１ 令和４年度施策評価結果（令和３年度決算）について

総合政策局長から資料に基づき報告。

２ 令和３年度決算の概要（決算説明資料）について 

資産統括局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等）

・（公営企業管理者）１１ページ右下のグラフの経常収支比率について、令和３年度は９１．４と

いうことで、前年度比較で６ポイント下がっており、これほどの数字は見たことがないと少々

驚いている。これは８ページに記載の主要一般財源が７６億円増加していることや、地方財政

計画の影響もあったのではないかと思うが、令和４年度はまた再び、この経常収支比率が１０

０に近づいていくのか。 

・（資産統括局長）本市の場合、主要一般財源の規模が１，０００億強ぐらいなので、だいたい財

源に１０億円の増減があると、経常収支比率が１ポイント増減する。今回は財源が７６億円増

えたということが、経常収支比率を９７．４から９１．４に落としている大半の原因になると

思う。８ページ右下の表を見ると、令和３年度決算の合計が１，１８６億円で、令和２年度や令

和元年度は１，１１０億円程度になっている。令和４年度の当初予算はこの１，１８６億円に

対応する数字を１，１３４億円で組んでおり、実質的な地方交付税が当初予算で見込んでいた

数字よりも約１０億円上振れしたこと、また、市税についても令和４年度の当初予算で組んだ

８１４億円が確保できるという見込みが立っており、９月に決算見込みを行うが、おそらく１，

１４０億円から１，１５０億円ぐらいの数字となるのではないかと思っている。これを踏まえ

て経常収支比率の話に戻ると、令和３年度の９１．４は一時的なもので、令和４年度はあくま

で予測だが９５前後くらいまでは上がるのではと思っている。令和３年度は本市だけでなく他

の自治体も、おそらく同様の要因で一時的に経常収支比率が落ち、その反動で令和４年度は若

干上がるのではないかという見込みを立てている。 

・（市長）昨日、監査委員の皆様から決算審査の手交式があり、他都市もおそらく同じ動向になる

のではないか、こういった部分も監査で見ていくと言及されていた。また、手交式で村上代表

監査と話をした際、決算審査にあたりこれまでの本市の取組である、経営再建プログラム、行

財政構造改革推進プラン、未来へつなぐプロジェクトを見てくださったようで、長年にわたる

取組で改革疲れなどもあると思うが、特にこのプロジェクト期間、財政改革が定着するレベル

まで来ている、着実に結果が出ていると胸を張っていいというような評価をしてくださってい

たので皆さんにもお伝えしたい。気を緩めると以前のような状況になってしまうので、評価い

ただいたことを受け止めつつも、また新たに頑張っていきたいと思うので引き続きよろしくお

願いする。 
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３ 地域いきいき健康プランあまがさきの策定に係る「市民意見聴取に係る施策の概要」

及び「政策形成プロセス計画書」の公表について 

保健担当局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等）

・（市長）複数の計画を兼ねたものということで調整など大変だと思うが、なるべくわかりやすく

シンプルに、骨格がしっかりした計画となるようお願いしたい。

 その他 

・（危機管理安全局長）（防災総合訓練について）今週金曜日に防災総合訓練を行うので、お忙

しい時間帯だがご参加のほど、よろしくお願いしたい。今年は特にシステムを併用した初め

ての総合訓練で、非常に複雑な訓練内容となっており、いろいろと不手際もあるかもしれな

いが、訓練で出てきた課題を解消する取組をしていくので、あまり気負うことなく参加いた

だければと思っているのでよろしくお願いする。 

・（市長）今年度は実地の訓練でいろんな機材を動かしてみるということで予定されている。昨

年来導入を進めてきた３つのシステム、私たち本部の情報共有に使う「災害マネジメントシ

ステム」、今タブレットの配付を進めている地域のステークホルダーの皆さんと情報共有を行

うための「防災情報伝達システム」、社会福祉協議会や社会福祉法人の施設関係者の皆さんと

情報共有して国のシステムにも繋がっていくという「あましぇあ」、この３つのシステムを連

携し、検証していきたいと思っている。その他、ドローンを使ってみようということにもな

っており盛りだくさんだが、いろんな課題をしっかりと得て対策を進める、そんな訓練にし

たいと思っているのでよろしくお願いする。 

以 上 


